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足寄ふるさと盆踊り
両国花火大会

　

足
寄
の
夏
を
彩
る
「
第
35
回
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・
両

国
花
火
大
会
」（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
８
月
15
日
に
町
民

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と
利
別
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
２
０
，
０
０
０
人
が
訪
れ
、
過
ぎ
ゆ
く
夏
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
足
寄
町
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
佐
々

木
寿
雄
会
長
）
に
よ
る
子
ど
も
縁
日
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
射
的
、
コ
イ
ン
落
と
し
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
で

は
、
み
ん
な
で
楽
し
む
足
寄
音
頭
・
子
ど
も
盆
踊
り
が
行
わ

れ
、
色
と
り
ど
り
の
浴
衣
や
甚
平
姿
の
子
ど
も
た
ち
が
足
寄

音
頭
に
合
わ
せ
て
元
気
良
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
餅
ま
き
で
は
、
や
ぐ
ら
か
ら
大
量
の
餅

が
ま
か
れ
、
大
勢
の
人
々
が
餅
を
取
ろ
う
と
懸
命
に
手
を
伸

ば
す
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
仮
装
盆
踊
り
に
は
個
人
の
部
に
10
人
、

団
体
の
部
に
９
団
体
が
出
場
。
人
気
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
や
ピ
エ
ロ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
詰
め
込
ん
だ

衣
装
で
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
個
人

の
部
で
は
「
て
ん
に
ょ
」、
団
体
の
部
で
は
「
爺じ

い

爺じ
い

Ｇ
ガ
ー
ル

12
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
15
分
か
ら
行
わ
れ
た
両
国
花
火
大
会
で
は
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
滝
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
中
国
花
火
な
ど
８
，
０
０

０
発
も
の
花
火
が
足
寄
の
夜
空
を
彩
り
、
詰
め
掛
け
た
観
客

か
ら
は
歓
声
や
大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

団体の部優勝「爺爺Ｇ12」個人の部優勝「てんにょ」
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職員の給与に関してご不明な点は、総務課総務室職員担当までお問い合わせください。

☎２５－２１４１（内線３２３）

■級別職員数（一般行政職）
（平成25年４月１日現在）

区 分 標準的な職務 職 員 数

６ 級
課　長

参　事
  9人

５ 級
室　長

主　幹
12人

４ 級 主　査 27人

３ 級 主　任 16人

２ 級
主　事

技　師
  6人

１ 級
主　事

主事補
  8人

計 78人

・区分は足寄町給与条例によります。
・標準的な職務内容とは、それぞれの級の
　代表的な職務です。

■期末・勤勉手当支給率
（平成25年４月１日現在）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 加　算　措　置

足寄町

６月 1.225月分 0.675月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.675月分

計 2.600月分 1.350月分

国

６月 1.225月分 0.675月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.675月分

計 2.600月分 1.350月分

■職員の主な手当の状況

（平成25年４月１日現在）

手当の名称 内容および支給（額）単価

扶 養 手 当 

配偶者 13,000円

扶養親族１人につき 6,500円

配偶者のいない扶養親族１人目  11,000円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで

の子１人につき 5,000円加算

住 居 手 当

家賃の額に応じ25,500円を限度に支給

持家の場合

（町内に所在するものに限る）
16,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者

　運賃の額55,000円を限度に支給

自動車等利用者　片道２㎞以上

　距離に応じ2,000～24,500円支給

管理職手当
課長等の職　給料月額×10％

室長等の職　給料月額×８％

寒冷地手当

基準日に在職する職員に支給

世帯主　扶養親族あり 131,900円

　　　　扶養親族なし 72,900円

その他の職員 51,700円

■年齢別職員構成の状況
（平成25年４月１日現在）

区　分 職員数 区　分 職員数 区　分 職員数

20歳未満   0人 32～35歳 26人 48～51歳   30人

20～23歳   9人 36～39歳 32人 52～55歳   24人

24～27歳   9人 40～43歳 29人 56～59歳   20人

28～31歳 19人 44～47歳 29人 60歳以上     2人

合　計 229人

用語解説
給　　与＝勤務の対価として職員に支払われる

給料、手当など
給　　料＝給与から手当を除いたもの
普通会計＝収益事業・公営企業を除いた特別会

計と一般会計の合計
類似団体＝人口および第２次・第３次産業人口

比率の類似している団体
一般行政職＝税務職、福祉職、医療職、看護保健

職、企業職、技能労務職以外の職種

職員の給与などを
公表します

町民の皆さんに町職員の給与などについて、

その内容をご理解いただくために、あらまし

をお知らせします。

なお、町ホームページ（http://www.town.

ashoro.hokkaido.jp）でもご覧いただけます。

■人件費の状況（普通会計）

年　　　　　度 平成24年度

歳 出 総 額 9,382,312千円

人 件 費 1,288,410千円

人 件 費 率 13.7％

人件費のうち職員給与 1,882,380千円

職 員 給 与 比 率 9.4％

人件費には、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長
など特別職の給与、職員の給与、退職手当組合負担
金などが含まれています。

■職員の初任給の状況
（平成25年４月１日現在）

区　　　　　　　分 給 料 額

一般行政職

大学卒

足寄町 172,200円

国
163,987円

（172,200円）

高校卒

足寄町 140,100円

国
133,418円

（140,100円）

国のかっこ内は給与改定特例法による措置が無い場
合の値（減額前の値）です。

■特別職等の報酬等の状況
（平成25年４月１日現在）

区 分 給　　料 期　 末　 手　 当

町　長 740,000円 ６月期　給料月額×1.90月分

副町長 610,000円 12月期　給料月額×2.05月分

教育長 560,000円 　　　　計　　　　3.95月分

■議会議員の報酬等の状況
（平成25年４月１日現在）

区 分 報　 酬 期　 末　 手　 当

議　長 275,000円 ６月期　報酬月額×0月分

副議長 231,000円 12月期　報酬月額×0月分

議　員 209,000円 　　　　計　　　　0月分

■退職手当の支給率
（平成25年４月１日現在）

区　分 勤 続 年 数 自 己 都 合 勧奨・定年 そ の 他 の 加 算

足 寄 町

勤続20年 23.03月分 28.7875月分 ・定年前早期退職特例措置

勤続25年 32.83月分 38.9550月分 　２～20％加算

勤続35年 46.55月分 55.8600月分 ・勧奨による退職時特別昇給

最高限度 55.86月分 55.8600月分 　８～12号給

国

勤続20年 23.03月分 28.7875月分 ・定年前早期退職特例措置　

勤続25年 32.83月分 38.9550月分 　２～20％加算

勤続35年 46.55月分 55.8600月分

最高限度 55.86月分 55.8600月分

■職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与
月額の状況

（平成25年４月１日現在）

区　分
一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

足 寄 町 41.9歳 321,900円 365,356円

類似団体 42.6歳 313,668円 343,403円

国 43.1歳
307,220円

（332,446円）
376,257円

（405,463円）

平均給与月額には時間外勤務手当と特殊勤務手当を含
んでいません。これは、国家公務員の公表数値にこれ
ら手当が含まれていないため、同じ算出方法で比較す
るために除いているものです。国のかっこ内は給与改
定特例法による措置が無い場合の値（減額前の値）です。
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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　平成26年足寄町戦没者追悼式が町民センタ

ーで行われ、遺族や来賓など82人が参列しま

した。追悼の言葉では足寄高等学校生徒会長

の込山岳君（３年）が「今後も平和国家であ

ることが日本の使命だと思います」と述べた

後、参加者全員で戦争の犠牲となった本町関

係者２６３柱の冥福を祈りました。

８.20 冥福を祈る

８.９ 夜の博物館を探検

　算数を分かりやすく、楽しく覚えるための

きっかけづくりを目的とする「チャレンジさ

んすうクラブ」（町教育委員会主催、全６回）

が町民センターで行われ、町内の小学生24人

が参加しました。子どもたちは、講師の町生

涯学習アドバイザーなどに教えてもらいなが

ら、算数の問題に真剣に取り組んでいました。

　足寄動物化石博物館（澤村寛館長）で「ナ

イトミュージアム」が開催され、町内外の児

童とその保護者ら約１００人が参加しました。

参加者は、学芸員による博物館の不思議につ

いての解説を聞いた後、真っ暗な展示室を懐

中電灯などを使い探索したり、ヘッドランプ

を使ったミニ発掘を楽しんだりしました。

８.１ 資格取得を目指して

７.29 算数を好きになろう�

　足寄町社会福祉協議会（國見勲会長）主催

による平成26年度介護職員初任者研修が役場

で開催され、一般町民や足寄高校生ら19人が

受講しました。受講者らは資格取得を目指し、

講師の松下恵美子さ
んの説明に耳を傾けながら

介護職員としての基本的な知識や技術を学び

ました。

７.24 健闘を誓う

７.16 英語で話そう�

７.27 観客を魅了
　足寄町文化協会（細野博文会長）主催によ

る第20回芸能発表会が町民センターで開かれ、

同協会に加盟する18団体から延べ77人が出演

しました。出演者たちは、太鼓や民謡、カラ

オケ、舞踊など24演目を披露し、会場に詰め

掛けた約２００人の観客からは大きな拍手や

歓声が上がっていました。

　全道大会に出場する足寄中学校（廣瀬正幸

校長）の陸上、水泳、卓球の各部に所属する

生徒15人が町教育委員会を訪れ、藤代和昭教

育長に出場報告をしました。生徒たちは「練

習してきたことをすべて出し切り、一人一人

強い気持ちを持って戦ってきます」などと力

強く抱負を語りました。

７.23 戦争を忘れない
　広島、長崎の原爆の惨禍を伝える「原爆写

真展」が町民センターロビーで開かれました。

会場には、説明文付きの写真など56点が展示。

原爆投下後の広島の街並みや焼け落ちた広島

県産業奨励館、焼け野原で乳児をおぶってた

たずむ子どもの写真などが展示されており、

戦争の悲惨さや平和の尊さを訴えていました。

　町国際交流員のイアン・ラスカウスキーさ
ん

が講師を務める「イアンと英会話！ふぁいな

る」が町民センターで開催され、初級・中級

コースに各10人が参加。日常で使われる英単

語やフレーズなど、生きた英語を学びました。

なお、８月末で任期満了となるためイアンさ
ん

の英会話教室はこれが最後となりました。
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開
催
し
ま
す

子
育
て
・
家
庭
教
育

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー
開
館
30
年
記
念
事
業

と
し
て
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
、
北
海
道

立
三
岸
好
太
郎
美
術
館
、
北
海
道
立
帯
広
美

術
館
に
よ
る
「
移
動
美
術
館
２
０
１
４
・
美

へ
の
い
ざ
な
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
を
代
表
す
る
ジ
ュ

ル
・
パ
ス
キ
ン
や
モ
イ
ズ
・
キ
ス
リ
ン
グ
、

さ
ら
に
は
、
エ
ド
ワ
ル
ド
・
ム
ン
ク
や
マ
ル

ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ー
ル
・
ダ

リ
な
ど
の
絵
画
の
ほ
か
、
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ

の
ガ
ラ
ス
花
器
な
ど
、
各
館
で
所
蔵
さ
れ
て

い
る
選
り
す
ぐ
り
の
絵
画
や
彫
刻
工
芸
品
40

点
を
展
示
し
ま
す
。

　

本
町
で
の
開
催
は
６
年
振
り
で
、
今
回
も

町
内
の
全
児
童
・
生
徒
に
は
鑑
賞
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
で
す
。
秋
の
ひ
と
と
き
、
め
っ

た
に
鑑
賞
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
美

術
作
品
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

期　

間　

10
月
３
日
㈮
～
７
日
㈫　

５
日
間

●
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時　

９
月
22
日
㈪

　
　
　
　

開
場　

午
後
６
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
７
時

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

一
般
町
民

出　

演　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
（
ジ
ュ
ン
コ
）、

　
　
　
　

ザ
・
サ
ー
モ
ン
ズ

内　

容　

「
懐
か
し
の
昭
和
流
行
歌
シ
ョ
ー

昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

曲　

目　

真
っ
赤
な
太
陽
、恋
す
る
夏
の
日
、

青
春
時
代
、
恋
人
よ�

ほ
か

入
場
料　

無
料　

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

講　

師　

清
野　

祥
子　

氏

　
　
　
　

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
小
さ
な
手
理
事
長
）

演　

題　

「
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
～
支
え

る
現
場
か
ら
の
報
告
～
」

対　

象　

一
般
町
民

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

９
月
９
日
㈫
～
23
日
㈫

　

宮
川
宏
子
植
物
細
密
画
展

　

～
身
近
に
咲
い
て
い
る
草
花
に
癒
さ
れ
て

10
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

　

防
火
週
間
入
選
作
品
展

10
月
２
日
㈭
～
16
日
㈭

　

足
寄
中
学
校
学
校
祭
展

10
月
23
日
㈭
～
11
月
３
日
㈪

　

足
寄
町
文
化
祭
作
品
展

11
月
６
日
㈭
～
19
日
㈬

　

移
動
博
物
館
「
十
勝
・
帯
広
に
映
画
館
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
頃
」

12
月
２
日
㈫
～
10
日
㈬

　

小
中
学
校
作
品
展

12
月
12
日
㈮
～
24
日
㈬

　

健
康
づ
く
り
ロ
ビ
ー
展

※
出
展
希
望
者
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－
３
１
８
８

●
公
開
講
座

　

ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾
の
町
民
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

主　

催　

教
育
委
員
会

日　

時　

11
月
６
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

　
　
　
　

※
10
月
３
日
の
午
前
10
時
か
ら
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
実
施

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

入　

場　

無
料

そ
の
他　

10
月
３
日
と
７
日
に
、
美
術
館
学

芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
を
行
い
ま

す
。
開
催
時
間
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
事
業
の
日
程

　

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼
町
民
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

�

10
月
13
日
（
月
・
祝
日
）

　

文
化
祭�

10
月
23
日
㈭
～
11
月
３
日
㈪

　

町
民
芸
術
祭�

10
月
26
日
㈰

　

女
性
の
つ
ど
い�

11
月
30
日
㈰

　

そ
の
他
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
事
業
が
多

数
行
わ
れ
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
第
35
回
足
寄
町
女
性
の
つ
ど
い

主　

催　

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

日　

時　

11
月
30
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

基
調
講
演
、
赤
十
字
バ
ザ
ー
ル
、

特
産
品
販
売
等

演　

題　

「
心
が
フ
ッ
と
軽
く
な
る
瞬
間
の

心
理
学
」

講　

師　

名
越　

康
文　

氏
（
精
神
科
医
）

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
21
回
足
寄
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

主　

催　

足
寄
町

　
　
　
　

足
寄
町
生
涯
学
習
推
進
本
部

期　

間　

10
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈰

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
　
　
　

町
内
の
生
涯
学
習
関
連
施
設

そ
の
他　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
自
治
会
回
覧

等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

移
動
美
術
館
２
０
１
４

「
美
へ
の
い
ざ
な
い
」

●
第
35
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼

　

第
20
回
町
民
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

開
催
日　

10
月
13
日
（
月
・
祝
日
）

集　

合　

参
加
者
は
午
前
８
時
30
分
ま
で

場　

所　

里
見
が
丘
陸
上
競
技
場
ほ
か

内　

容　

マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
１
㎞
・

２
㎞
・
３
㎞
・
５
㎞
）

　
　
　
　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
出
会
い
の
森
）

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室

開
催
日　

11
月
５
日
㈬
～
26
日
㈬

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
全
４
回

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

総
合
体
育
館

内　

容　

ス
ー
パ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　
　

※
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
合
わ
せ
体

を
動
か
し
ま
す
。

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

10
月
16
日
㈭　

11
月
20
日
㈭

　
　
　
　

12
月
11
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日　

10
月
28
日
㈫　

11
月
18
日
㈫

　
　
　
　

12
月
16
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

10
月
30
日
㈭

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８
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ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
は
な
し
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に

町
民
セ
ン
タ
ー
内
の
子
ど
も
図
書
室
で
、
読

み
聞
か
せ
や
簡
単
な
工
作
を
行
う
ブ
レ
ー
メ

ン
の
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
在
住
の
新
津
眞
理
子

さ
ん

を
講
師
に
、
20
年
以
上
前
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
新
津
さ
ん

の
読
み
聞
か
せ
を
中
心

に
、
そ
の
季
節
に
合
っ
た
工
作
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
ん
で
お
り
、幼
児
・
小
学
生
の
み
な

ら
ず
親
子
で
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
は
な
し
会

開
催
日　

９
月
20
日
㈯　

10
月
18
日
㈯

　
　
　
　

11
月
15
日
㈯　

12
月
20
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

９
月
27
日
㈯　

11
月
22
日
㈯

　
　
　
　

12
月
27
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

10
月
14
日
㈫　

11
月
11
日
㈫

　
　
　
　

12
月
９
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

乳
幼
児
～
幼
児

詳　

細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

７
４
８
７

新

刊

案

内

●
一
般
書

虚
ろ
な
十
字
架�

東
野　

圭
吾

夢
幻
花�

東
野　

圭
吾

星
々
た
ち�

桜
木　

紫
乃

蛇
行
す
る
月�

桜
木　

紫
乃

花
咲
小
路
四
丁
目
の
聖
人�

小
路　

幸
也

弾
正
星�

花
村　

萬
月

す
え
ず
え�

畠
中　
　

恵

小
森
谷
く
ん
が
決
め
た
こ
と�

中
村　
　

航

遺
譜　

上
・
下�

内
田　

康
夫

怪
談�

小
池
真
理
子

憂
い
な
き
街�

佐
々
木　

譲

廉
恥�

今
野　
　

敏

メ
タ
モ
ル
フ
ォ
シ
ス�

羽
田　

圭
介

昨
日
み
た
夢�

宇
江
佐
真
理

修
羅
走
る
関
ヶ
原�

山
本　

兼
一

魔
法
使
い
と
刑
事
た
ち
の
夏�

東
川　

篤
哉

銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス�

池
井
戸　

潤

ぼ
く
と
数
字
の
ふ
し
ぎ
な
世
界

�

ダ
ニ
エ
ル
・
タ
メ
ッ
ト

ハ
リ
ー
・
ク
バ
ー
ト
事
件　

上
・
下

�

ジ
ョ
エ
ル
・
デ
ィ
ケ
ー
ル

プ
リ
テ
ィ
・
モ
ン
ス
タ
ー
ズ

�

ケ
リ
ー
・
リ
ン
ク

●
絵
本
・
児
童
書

な
の
な
の�

内
田
麟
太
郎

あ
ー
・
あ
ー�

三
浦　

太
郎

わ
た
し
の
い
え�

た
か
は
し
な
お
こ

お
な
ら
う
た�

谷
川
俊
太
郎

か
え
っ
て
き
た
へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル

�

あ
き
や
ま
た
だ
し

お
え
か
き
し
り
と
り�

新
井　

洋
行

ニ
ン
ジ
ャ
さ
る
と
び
す
す
け

�

み
や
に
し
た
つ
や

と
っ
て
も
と
っ
て
も
い
い
き
も
ち

�

や
す
い
す
え
こ

ば
け
ば
け
ば
け
ば
け
ば
け
た
く
ん　

お
ま
つ

り
の
巻�

岩
田　

明
子

ね
こ
の
か
ん
づ
め�

北　

ふ
う
こ

も
ー
い
い
か
い
ま
ぁ
だ
だ
よ�

平
出　
　

衛

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
ぼ
う
け
ん�

ク
レ
ー
ン
謙

ア
ナ
と
雪
の
女
王�

角
川
ア
ニ
メ
絵
本

す
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
の
す
け�

も
と
し
た
い
づ
み

む
し
む
し
た
ん
け
ん
た
い
①
な
き
む
し
の
巻

�

西
沢　

杏
子

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集
し
ま
す

●
作
品
展
出
展
者
募
集

　

「
第
53
回
足
寄
町
文
化
祭
」
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
を
展
示
会
場
と
し
て
、
書

道
や
絵
画
、各
種
創
作
作
品
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
作
品
が
毎
年
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
、
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
か
ら
個
人
の
出
展
ま
で
、
活
動
の
発
表
の

場
と
し
て
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

搬　

出　

11
月
４
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

申
し
込
み
・
詳
細　

�

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
噴
煙
」
原
稿
募
集

　

足
寄
町
文
化
協
会
（
細
野
博
文
会
長
）
で

は
、平
成
27
年
３
月
発
行
予
定
の
機
関
誌「
噴

煙
」
第
37
号
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品

　

創
作
・
戯
曲�

30
枚
以
内

　

評
論
・
回
想�

20
枚
以
内

　

随
筆
・
随
想
・
記
録
文
な
ど�

７
枚
以
内

　

詩�

50
行
以
内

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳�

５
首
・
５
句

　

写
真�

４
枚
以
内

　

※
用
紙
は
、
Ｂ
４
判
噴
煙
専
用
原
稿
用
紙

を
使
用
（
25
字
×
23
行
・
縦
書
き
）

応
募
資
格

　

①
町
内
に
在
住
の
方

　

②
町
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
お
よ
び
ゆ

か
り
の
あ
る
人

締
切
日　

11
月
30
日
㈰

そ
の
他
注
意
事
項
等

　

①
種
目
ご
と
に
一
人
１
遍
と
す
る

　

②
原
稿
の
末
尾
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
す

る
こ
と
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
可
能

　

③
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
で
行
う

　

④
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

期　

間　

10
月
23
日
㈭
～
11
月
３
日
㈪

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
ほ
か

作　

品　

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
作
品
、
生
け

花
、
写
真
、
創
作
人
形
、
そ
の
他

創
作
作
品
全
般

出
展
数　

一
人
３
点
ま
で

搬　

入　

10
月
21
日
㈫
・
22
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

お

知

ら

せ

●
総
合
体
育
館
の
一
部
閉
鎖
に
つ
い
て

　

総
合
体
育
館
１
階
ア
リ
ー
ナ
の
床
老
朽
化

に
伴
う
床
張
り
替
え
工
事
に
よ
り
、
１
階
ア

リ
ー
ナ
全
面
を
次
の
期
間
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
回
覧
等
で
改

め
て
ご
案
内
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
お
よ
び
第
２
体

育
館
は
利
用
で
き
ま
す
。

閉
鎖
期
間　

９
月
29
日
㈪
～
10
月
19
日
㈰

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
更
新
に
つ
い
て

　

総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
１
台
（
新
規
）
と
ス
テ
ッ

プ
マ
シ
ン
１
台（
更
新
）を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
３
台
と
な
り
、

さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
ご
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
総

合
体
育
館
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
温
水
プ
ー
ル
休
館
に
つ
い
て

　

温
水
プ
ー
ル
は
、
機
器
点
検
お
よ
び
清
掃

等
の
た
め
、
11
月
の
１
カ
月
間
を
休
館
し
ま

す
。
な
お
、
12
月
１
日
㈪
か
ら
は
通
常
通
り

開
館
し
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�
☎
25

－

３
１
９
１

復
元
骨
格
の
更
新
開
始

　

ア
シ
ョ
ロ
ア
や
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
骨
格

は
、
こ
れ
ま
で
地
面
に
立
っ
た
状
態
で
組
み

立
て
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
年
間

の
研
究
に
よ
り
、
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
類
は
、

海
を
泳
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
海
に
い
る
姿
の
復
元
骨
格
を
作

っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
作
業
風

景
は
化
石
工
房
で
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま
す
。

ま
た
、こ
の
春
新
装
し
た
説
明
パ
ネ
ル
も「
分

か
り
や
す
く
な
っ
た
」
と
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開　

館　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
火
曜
日
は
休
館
で
す
。

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

半沢直樹シリーズ最新作！

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

水中のデスモスチルス復元画
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夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む

オ
ン
ネ
ト
ー
物
語
２
０
１
４

毎

８

年
恒
例
の
「
夏
祭
り
」
が
７
月
26
日
、

町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ゆ
み

月
６
日
、
足
寄
保
育
園
ど
ん
ぐ
り
（
佐

竹
桃
代
園
長
）
で
七
夕
ま
つ
り
が
行

の
園
（
沼
田
聡
施
設
長
）
で
開
か
れ
、
施
設

利
用
者
と
家
族
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

場
で
は
同
施
設
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
焼
き
そ
ば
や
焼
き
鳥
、
た
こ
焼
き
な
ど
の

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
夏
祭
り
の

名
物
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ

ー
ジ
で
は
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
会
員
が
歌
を
披

露
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

わ
れ
、
華
や
か
な
浴
衣
や
甚
平
に
身
を
包
ん

だ
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
や
く
じ
引
き
な
ど
を
楽
し
ん
だ
後
、
盆
踊

り
を
踊
り
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
に
は
同
園
保
護
者
の
会
に

よ
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

花
火
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
七
夕
の
夜

に
華
を
添
え
ま
し
た
。

９
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場

・
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　

オ
ン
ネ
ト
ー
の
散
策
路
で
森
に
親
し
む
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
定
員
各
50
人
）。

　

申
し
込
み
は
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

①
雌
阿
寒
岳
登
山
コ
ー
ス　

受
付

：

午
前
６
時
～
６
時
30
分　

雌
阿
寒
温
泉
前
広
場

　

②
オ
ン
ネ
ト
ー
湖
岸
遊
歩
道
コ
ー
ス　

受
付

：

午
前
９
時
30
分
～
10
時

　

③
湯
の
滝
遊
歩
道
コ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場

・
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
出
店
コ
ー
ナ
ー

・
農
産
物
無
料
試
食
お
よ
び
特
売
コ
ー
ナ
ー

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
表
彰
式

・
オ
ン
ネ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
は
、
一
部
内
容
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

午
前
８
時
30
分
発　
　

午
前
９
時
30
分
着　
　

午
後
２
時
15
分
発　
　

午
後
３
時
15
分
着

詳　

細　

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会　

☎
25

－

６
１
３
１

あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21

オ
ン
ネ
ト
ー

国
設
野
営
場

あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21

往
路

復
路

　

町
国
際
交
流
員
の
イ
ア
ン
・
ラ
ス
カ
ウ
ス

キ
ー
さ
ん

が
３
年
間
の
任
期
を
終
え
、
９
月
９

日
に
カ
ナ
ダ
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

　

イ
ア
ン
さ
ん

は
、
エ
バ
ン
・
ブ
ー
イ
さ
ん

の
後

任
と
し
て
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ

州
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
友
好
協
会
の
推
薦

を
受
け
、
平
成
23
年
９
月
に
第
10
代
目
の
国

際
交
流
員
と
し
て
来
町
し
ま
し
た
。

　

イ
ア
ン
さ
ん

は
、
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

室
に
勤
務
し
、
町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る

英
語
指
導
や
保
育
園
な
ど
で
の
英
語
活
動
を

行
っ
た
ほ
か
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
数
多
く

参
加
し
、
多
く
の
町
民
の
方
々
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
弓
道
や
和

太
鼓
を
習
う
な
ど
、
日
本
文
化
を
吸
収
し
よ

う
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
の
が
印
象
的

で
す
。
日
本
食
も
大
好
き
で
、
特
に
そ
ば
や

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
が
お
気
に
入
り
で
し
た
。

　

帰
国
に
当
た
り
、
イ
ア
ン
さ

ん

か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

夢
の
中
に
生
き
て

　

３
年
間
を
通
し
て
、
本
当
の
意
味
で
地
域

の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
こ
ん
な
に
も
足
寄
町
に
な
じ
む
こ
と
が

で
き
る
と
は
自
分
自
身
で
も
想
像
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
弓
道

や
和
太
鼓
、
教
育
委
員
会
事
業
、
そ
し
て
月

２
回
ほ
ど
訪
問
し
て
い
た
学
校
な
ど
で
の
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
が
も
た
ら
し
て
く

れ
た
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
本
当
の
交
流
が
始
ま
っ

た
の
は
、
皆
さ
ん
が
私
を
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
招
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
お
誘
い
の
嵐
は
、
私
が
ま
る
で

忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
空
い
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

足
寄
で
の
い
ろ
い
ろ
な
面
白
い
経
験
は
、

人
と
の
深
い
関
わ
り
合
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。
シ
カ
撃
ち
（
狩
猟
）
に
行
っ

た
こ
と
、
変
わ
っ
た
食
べ
物
を
食
べ
た
こ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
、
家

庭
の
夕
食
や
誕
生
会
に
招
か
れ
た
こ
と
、
そ

し
て
結
婚
相
手
を
探
そ
う
と
し
て
く
れ
た
こ

と
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
、
こ
の

町
で
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
よ
う
な
全
て
の
経
験
や
町
民
の
皆
さ

ん
の
気
配
り
と
温
か
い
心
が
「
本
当
に
こ
こ

で
生
き
て
い
る
」
と
い
う
実
感
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
私
は
、
旅
行
で
た
く
さ
ん
の

国
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
国
々
で
の
経

験
を
通
し
て
、
一
つ
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
行
く
先
々
で
「
何
が
そ
の
場
所
を
思

い
出
深
い
も
の
に
し
て
い
る
か
」
と
い
う
と
、

食
べ
物
で
も
景
色
で
も
、
ま
し
て
ビ
ー
ル
で

も
な
く
、
そ
れ
は
出
会
っ
た
人
々
で
あ
り
、

「
誰
と
過
ご
し
た
か
」
と
い
う
こ
と
が
、
そ

の
場
所
を
忘
れ
が
た
い
も
の
に
し
て
く
れ
る

の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
足
寄
で
は
、
た
く

さ
ん
の
方
々
と
さ
ま
ざ
ま
形
で
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
一
人
一
人
も
そ
う

で
す
し
、
同
僚
や
近
所
の
人
、
先
生
方
、
友

だ
ち
、
ス
ー
パ
ー
の
店
員
、
犬
の
散
歩
を
し

て
い
る
と
き
に
手
を
振
っ
て
く
れ
る
配
達
の

男
性
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
私
の
人

生
に
深
く
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
国
際
交
流
員
と
し
て
足
寄
で
勤

務
で
き
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
で
最
高
の
決

断
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
々
は
大
き
な
町
へ
と
移
り
住
み
、
町
の

人
口
は
だ
ん
だ
ん
と
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
ま
だ
足
寄
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
し
て
の
希
望
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同

じ
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
仕
事
を
す
る
上
で
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
ど
れ
だ
け
の
価
値
を
持

つ
の
か
を
。
ち
ょ
っ
と
し
た
笑
顔
と
気
さ
く

さ
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
。
そ
し
て
「
ふ

る
さ
と
」
と
呼
べ
る
場
所
が
生
ま
れ
た
町
以

外
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

足
寄
町
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

イ
ア
ン
・
ラ
ス
カ
ウ
ス
キ
ー

国
際
交
流
員

イ
ア
ン
さん
が
帰
国
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足寄町市街地コミュニティバスの愛称が

『あしバス』に決定！
10月1日、本格運行スタート

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
な
る
よ
う
に
と
愛
称
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
40
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。�

　

選
考
の
結
果
、
次
の
作
品
を
愛
称
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

愛

称　

あ
し
バ
ス

応
募
者　

加
藤
泰
子
さ
ん

（
南
６

－

１
）

　

〝
足
〟
寄
町
民
が
〝
足
〟
と
し
て
利

用
す
る
〝
足
〟
寄
町
営
の
バ
ス
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
覚
え
や
す
く
、
表
現
し
や

す
い
愛
称
と
し
て
。
ま
た
広
く
、
そ
し

て
末
永
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
町
民
の
〝
足
〟
と
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
車
体
デ
ザ
イ
ン
】

　

町
の
特
産
品
「
螺
湾
ブ
キ
」
と
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
」
を

車
体
全
体
に
配
置
。
元
気
で
カ
ラ
フ
ル
な
色

使
い
に
よ
り
、
バ
ス
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

通
行
す
る
人
に
も
目
を
引
く
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

運
行
路
線
や
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
別
途

自
治
会
回
覧
で
配
付
し
ま
す
。
お
出
か
け
の

際
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
７

シ
リ
ー
ズ
～
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
④
～

未
来
の
足
寄
町
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で

皆
さ
ん
の
想
い
や
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

現
在
、
町
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
基

本
計
画
「
第
６
次
総
合
計
画
（
計
画
期
間

：

平
成
27
～
36
年
度
）
」
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
や
意

見
を
伺
い
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
の
開
催
要
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　
　

象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
23
地

区
）
単
位
の
住
民
お
よ
び
各
種
団
体
の
構
成

員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
と
は
、
社
会
教
育

関
係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び

他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
限

　

平
成
26
年
12
月
末
ま
で

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会

場
等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し

ま
す
。

申
込
先
・
詳
細役

場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当　

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

２
４
８
８

２
０
１
４
足
寄
町
応
援
大
使
の
飯
山
・
中
島
両
選
手
を
激
励

足　ス　ポ� ２０１４年（平成２６年）９月12日（金曜日）

務
理
事
、
同
球
団
足
寄
後

援
会
の
丸
山
勝
由
会
長
、

そ
し
て
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ユ
ミ

ち
ゃ
ん
」
が
帯
広
の
森
野

球
場
を
訪
れ
、
２
０
１
４

足
寄
町
応
援
大
使
の
飯
山

裕
志
選
手
と
中
島
卓
也
選

手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
村
理
事
か
ら

町
特
産
品
で
あ
る
「
あ
し

ょ
ろ
牛
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ

ー
」
５
㎏
を
受
け
取
っ
た

二
人
は
「
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
た
の
で
、
選
手
み
ん

な
で
分
け
て
食
べ
ま
す
」

（
中
島
選
手
）
、「
帯
広
開

催
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
」（
飯
山

選
手
）
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

両
軍
合
わ
せ
て
５
本
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び
出
す

　

断
続
的
に
雨
が
降
り
続

く
中
行
わ
れ
た
オ
リ
ッ
ク

ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
と
の

試
合
は
、
０
対
０
で
迎
え

た
２
回
裏
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
攻
撃
。
２
ア
ウ
ト
ラ
ン

ナ
ー
二
塁
の
場
面
で
中
島

選
手
が
セ
ン
タ
ー
へ
の
タ

イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
放
ち

見
事
先
制
。
３
回
に
は
中

田
翔
選
手
が
レ
フ
ト
へ
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
ち
２
対

０
と
突
き
放
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
５
回
と
６
回

に
浦
野
博
司
投
手
が
オ
リ

ッ
ク
ス
打
線
に
つ
か
ま
り

２
対
３
と
逆
転
を
許
し
ま

す
が
、
６
回
裏
に
は
中
田

選
手
が
こ
の
日
２
本
目
で

通
算
１
０
０
号
と
な
る
メ

モ
リ
ア
ル
ア
ー
チ
を
放
ち
、

す
ぐ
さ
ま
同
点
。

　

８
回
表
に
小
谷
野
栄
一

選
手
に
代
わ
り
飯
山
選
手

が
サ
ー
ド
の
守
備
に
就
く

と
場
内
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。�

９
回
表
２
ア
ウ
ト
ラ
ン
ナ

ー
な
し
の
場
面
で
登
場
し

た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
カ
ー
タ

ー
投
手
が
、
ペ
ー
ニ
ャ
選

手
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
浴
び
、

３
対
４
で
惜
し
く
も
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。

９
月
12
日
号

足
ス
ポ

No.6

あしょろ牛
ビーフジャーキー

で
闘魂
注入

　

８
月
５
日
、
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
帯

広
開
催
に
合
わ
せ
、
安
久

津
勝
彦
町
長
と
足
寄
町
農

業
協
同
組
合
の
木
村
香
専

中島卓也選手は８月５日のオリックスバッファローズ戦で、二塁手としてパ・リーグ最多タイ
となる１試合９刺殺を記録しました。セ・リーグ記録は11。

飯山裕志選手中島卓也選手
試合に華を添える

「ファイターズガール」

運賃：100円／1乗車
※満65歳以上の方など、要件に

該当する方は無料になります。
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
22
回

　

家
庭
に
お
い
て
「
ひ
や
り
」
と
し
た
こ
と

や
「
ハ
ッ
」
と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
く
ら
し
の
事
故
注
意
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

増
え
る
「
危
害
・
危
険
情
報
」

　

平
成
25
年
度
に
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
収
集
し
た
「
危
害
・
危
険
情
報
」

の
概
要
は
、
約
２
万
件
（
前
年
度
比
39
・
５

％
増
）
で
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
危
害
情
報
」
と
は
、
商
品
や
役
務
、
設

備
に
関
連
し
て
身
体
に
け
が
、
病
気
等
の
疾

病
（
危
害
）
を
受
け
た
と
い
う
情
報
の
こ
と

を
い
い
、「
危
険
情
報
」
と
は
危
害
を
受
け

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る
情

報
を
指
し
ま
す
。

　

消
費
者
庁
で
は
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法

に
基
づ
き
、
事
業
者
か
ら
の
火
災
や
死
亡
・

重
傷
病
事
故
等
、
重
大
製
品
事
故
報
告
を
収

集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
年
間
１
０
０
０
件

の
事
故
報
告
の
う
ち
、
リ
コ
ー
ル
中
の
製
品

に
よ
る
事
故
は
年
間
１
０
０
件
以
上
発
生
し

て
い
ま
す
。

リ
コ
ー
ル
っ
て
？

　

リ
コ
ー
ル
と
は
製
品
の
不
具
合
に
よ
り
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
同
じ
よ
う
な
事
故
が

起
こ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
業
者
が
回

収
や
無
償
点
検
、
修
理
、
交
換
、
返
金
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
消
費
者
の
安
全
確
保
を
目

的
と
し
た
消
費
者
安
全
法
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
る
も
の
と
、
事
業
者
等
の
独
自
の
取
り
組

み
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

リ
コ
ー
ル
と
い
わ
れ
て
す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ

も
の
と
し
て
は
自
動
車
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

リ
コ
ー
ル
製
品
と
し
て
報
告
さ
れ
る
も
の
は
、

食
料
品
や
文
具
・
娯
楽
用
品
、
被
服
品
や
建

物
・
設
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
」

は
放
置
し
な
い

　

身
近
な
リ
コ
ー
ル
製
品
と
し
て
の
自
動
車

の
場
合
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
適
合
し
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
状
態
に
対
し
て
改
善
措
置
を
行

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
コ

ー
ル
情
報
は
ユ
ー
ザ
ー
に
直
接
通
知
が
送
ら

れ
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
検
索
で
き
ま
す
の
で
、
知
ら
ず
に
使
用

し
続
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
多
く
の
場
合
、
リ
コ
ー
ル
情
報
は
事

業
者
側
が
新
聞
の
社
会
面
の
下
に
あ
る
広
告

欄
に
「
社
告
」
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。
全
国

的
に
被
害
が
広
が
っ
た
り
、
緊
急
を
要
し
た

り
す
る
場
合
は
新
聞
の
一
面
（
全
面
）
を
使

用
し
て
掲
載
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
掲

載
期
間
が
短
か
っ
た
り
、
紙
面
の
都
合
で
小

さ
く
扱
わ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
省
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
検
索
等
で
毎
日
更
新
さ

れ
る
内
容
を
収
集
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

意
外
と
多
い
家
庭
内
で
の
リ
コ
ー
ル
製
品

　

平
成
25
年
度
に
リ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い

る
台
所
用
機
器
で
火
災
等
の
事
故
を
起
こ
し

た
も
の
は
、
14
製
品
あ
り
ま
す
。
約
３
１
０

万
台
の
リ
コ
ー
ル
対
象
台
数
の
う
ち
、
約
１

８
０
万
台
を
超
え
る
製
品
が
未
対
応
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
リ
コ
ー
ル
製
品
例
》

・
電
子
レ
ン
ジ
～
三
洋
電
機
が
製
造
し
た
物

ほ
か
２
製
品

・
電
気
冷
蔵
庫
～
シ
ャ
ー
プ
が
製
造
し
た
物

ほ
か
１
製
品

・
電
気
コ
ン
ロ
（
キ
ッ
チ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
用
を

含
む
）
～
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
製
造
し
た
物

ほ
か
３
製
品

・
食
器
洗
い
乾
燥
機
～
リ
ン
ナ
イ
が
製
造
し
、

ク
リ
ナ
ッ
プ
等
が
販
売
し
た
物
ほ
か
２
製

品
・
Ｉ
Ｈ
調
理
器
～
永
泰
産
業
が
輸
入
し
、
テ

ス
コ
ム
が
販
売
し
た
物

・
電
気
ケ
ト
ル
～
グ
ル
ー
プ
セ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

が
販
売
し
た
物
（
商
品
名
：
Ｔ

－

ｆ
ａ
ｌ
）

　

こ
の
他
に
も
、
エ
ア
コ
ン
や
洗
濯
機
、
扇

風
機
な
ど
が
依
然
と
し
て
情
報
が
な
く
、
全

製
品
の
回
収
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
製
品
の
中
に
は
、
発
煙
・
発
火
、
燃
焼

の
危
険
性
を
有
す
る
も
の
が
あ
り
、
火
災
等

の
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
自
宅
に
リ
コ
ー
ル
製
品
が
な
い
か
再

度
確
認
し
、
万
一
お
持
ち
の
場
合
は
使
用
を

中
止
し
、
製
造
・
輸
入
事
業
者
に
よ
る
回
収
・

無
償
修
理
な
ど
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
リ
コ
ー
ル
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
れ

ら
の
製
品
の
対
象
機
種
・
型
式
に
関
し
て
は

消
費
者
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
確
認
す
る

か
消
費
生
活
相
談
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

《
消
費
者
庁
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト
》

　

h
ttp
://w
w
w
.recall.g

o.jp
/

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

く
て
良
い
土
地
を
表
す
た
め
に
良
く

用
い
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
多
く

の
生
き
物
に
と
っ
て
は
、
緑
は
そ
れ

ほ
ど
魅
力
の
あ
る
色
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
花
を
訪
れ
る
虫
や
果
実
を
食

べ
る
鳥
の
多
く
は
、
青
色
や
人
に
は

見
え
な
い
紫
外
線
に
、
よ
り
強
く
「
色
」

を
感
じ
ま
す
。
花
や
果
実
は
成
熟
す

る
と
紫
外
線
を
良
く
反
射
す
る
よ
う

に
な
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
を
餌
と

す
る
生
き
物
に
と
っ
て
は
、
紫
外
線

の
「
色
」
は
美
し
い
、
あ
る
い
は
お

い
し
い
も
の
の
指
標
と
な
り
ま
す
。

第93回『森はなぜ、緑にみえるのか？』

（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

緑色の果実（ミヤママタタビ）は美味しくない

反
射
さ
れ
る
光
を
調
べ
る
と
緑
色
の

光
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
全
体
と

し
て
は
灰
色
か
黒
に
近
い
特
性
を
示

し
ま
す
。
実
は
、
人
の
眼
が
緑
色
の

光
を
明
る
く
感
じ
る
独
特
の
性
質
を

持
っ
て
い
る
た
め
に
、
森
が
緑
に
見

え
る
の
で
す
。
森
の
緑
を
美
し
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
人
の
祖
先

が
森
を
利
用
し
て
き
た
長
い
進
化
の

歴
史
の
た
ま
も
の
の
よ
う
で
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
！

み
ん
な
の
国
民
年
金

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）
や
若
年
者
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

人
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
取
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
古
い
月
分
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り
の
納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期

間
」
が
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

よ
り
古
い
（
先
に
経
過
し
た
）
月
分
で
あ

る
場
合
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

・
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
「
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選

択
で
き
ま
す
。

・
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期

間
」
の
中
で
は
先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
の
中
で

は
、
先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

足
寄
の
夏
の
緑
は
、

�

目
に
美
し
く
映�

り
ま
す
。「
緑
あ
ふ
れ�

る
」
と
か
「
緑
の
大
地
」

�

と
い
う
表
現
は
、
美
し�

一
方
、
ネ
ズ
ミ
の
仲
間

や
夜
行
性
の
生
き
物
の

多
く
は
色
を
感
じ
取
れ

ず
、
白
黒
の
世
界
に
住

ん
で
い
ま
す
。
森
か
ら

❖
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ
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　町内の各団体、サークルの皆さんが一堂に会

し、日頃の活動の成果を披露します。ブラスバ

ンド、ギター、ピアノ演奏等秋の夜長に、美し

い音色、歌声をお楽しみください。皆さんのご

来場をお待ちしています。

日　　時　９月20日㈯　午後６時開演

場　　所　本別町中央公民館大ホール

出演団体　本別ジュニアブラスアンサンブル、

本別中学校吹奏楽部、本別高等学校吹奏楽部、

本別ブラスアンサンブル、藤井ピアノ教室、

はなふさ音楽教室ほか

詳　　細� 本別町中央公民館内文化振興担当�

� ☎２２－５１１１

第43回本別町音楽祭 ラリー北海道「陸別ステージ」開催

　今年もラリーの国際格式レース「ラリー北海

道」が十勝を舞台に９月26日から開催されます。

陸別ステージは次の日程で行われますので、ぜ

ひご観戦ください。

日　　時

　９月27日㈯　１回目　午前９時26分

　　　　　　　２回目　午後12時41分

※時間は、先頭車両のスタート時刻です。先頭車

両の通過から約１時間競技車両が走行します。

場　　所　イベント広場

　　　　　陸別サーキット（陸別町宇遠別）

料　　金

　前売り２，０００円（当日２，８００円）

詳　　細� 陸別ラリーを成功させる会

� （陸別町役場産業振興課内）

� ☎２７－２１４１内線１３５

東京と足寄を結ぶ
ふるさと会について

知ってますか？
道の「苦情審査委員」制度

介護について
語り合ってみませんか

「健康川柳」を募集します

自衛官募集

交通規制のお知らせ 小児科専門外来を開設しました

　第35回東京と足寄を結ぶ・ふる

さと会を東京都で開催します。

　東京都や近県に住む足寄町出身

やゆかりのある方で、ふるさと会

に登録されていない方のお名前と

住所をお知らせください。

　また、町内の方で参加を希望す

る場合は、９月26日㈮までにご連

絡ください。

日　時

　10月11日㈯　午後４時30分－

場　所　新宿プリンスホテル

参加費　（男性）　８，０００円�

　　　　（女性）　７，０００円�

　　　　（子ども）１，０００円

詳　細　役場総務室広報広聴担当

� ☎２５－２１４１内線３３５

　道が行った業務や制度の内容を

審査する制度が「北海道苦情審査

委員」制度です。皆さん自身の利

害に関する事で、道政に対する苦

情であれば「苦情審査委員」に申

し立てができます。

　審査の結果、道の業務執行に不

備な点や制度上に問題があるとき

は、道の機関に是正や改善を求め

ます。

　申し立て方法は「苦情申立書」

に必要な事項を記入し、提出して

ください。また、ＦＡＸ、メール

などでも申し立てができます。

苦情申し立て専用メールアドレス

kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
詳　細� 北海道総合政策部

� 知事室道政相談センター

� ☎０１１－２０４－５５２３

ＦＡＸ０１１－２４１－８１８１

　足寄町介護者の会では家族介護

者交流・元気回復事業を行ってい

ます。介護は先が見えず、日頃の

悩みや大変さを話すことができな

いので介護者にかかる負担感が強

いとの訴えがあります。一方介護

者同士の交流で悩みや苦労を共有

することで心に余裕ができ、介護

を続けていこうと意欲を取り戻し

たとの声も聞かれます。この機会

に交流会に参加してみませんか。�

日　　時　10月10日㈮
　午前10時30分－午後１時30分

場　　所　地域支え合いセンター

　　　　　熊の子

内　　容　地域支え合いセンター

の見学、昼食を囲み懇談

対　　象　在宅介護している町民

参 加 費　無料

申込期限　９月30日㈫
申込先・詳細� 役場福祉課

� 地域包括支援センター担当

� ☎２５－９２００

　ご家族やあなたのお勧めの運動、

運動について思うことなどをテー

マに川柳を作ってみませんか。町

民ならどなたでもご応募いただけ

ます（年齢不問）。

募集期間

　９月16日㈫－10月17日㈮
応募方法　川柳作品と読み仮名、

住所、氏名、年齢、電話番号をご

記入の上、官製はがき、ＦＡＸま

たはメールで応募いただくか、福

祉課窓口に設置している応募箱ま

でお持ちください。

※応募は１人３作品までとさせて

いただきます。匿名希望の場合

はペンネームもご記入ください。

※応募作品は健康づくりに関する

広報などで紹介させていただく

ことをご了承ください。

受 賞 数　５点

作品発表　12月12日㈮から25日㈭
まで町民センターで行われる「健

康づくりロビー展」にて発表し

ます。

川柳応募専用メールアドレス

hsuishin@town.ashoro.hokkaido.jp
詳　　細� 役場福祉課保健福祉室

� ☎２５－２５７１

� ＦＡＸ２５－９２０１

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

　下水道管渠新設工事のため次の

通り通行止めを行います。なお、

通行禁止区間であっても区域内住

民のために必要と認められる交通

は確保します。

工事箇所

①西町４・５丁目

②西町５丁目

工事期間　11月28日㈮まで

　ホームケアクリニックあづまで

は、９月から週１回、小児科専門

医による外来を開設しています。

外来診療日時

　毎週火曜日　午前10時－正午

　（午前11時30分まで受け付け）

※詳しくはくらしのカレンダーで

ご確認ください。

詳　　細

� ホームケアクリニックあづま

� ☎２５－５０５０�

詳　細� 建設課上下水道室

� ☎２５－２１４１内線３５７

足寄百年史
（上・下巻・資料編）

好評発売中

ふるさとの歴史を
振り返ってみませんか？

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで

募　　集

お知らせ

町職員人事異動

平成26年８月31日付退職者

岡山　美香

（国民健康保険病院看護師）

募 集 種 目 受 付 期 間 試 　 験 　 日

防 衛 大 学 校 学 生

９月５日㈮－９月30日㈫ 一般
（前期）

１次 11月８日㈯・９日㈰
２次 12月９日㈫－13日㈯

平成27年１月21日㈬
－30日㈮

一般
（後期）

１次 平成27年２月28日㈯
２次 平成27年３月13日㈮

防衛医科大学校医学科学生

９月５日㈮－30日㈫

１次　11月１日㈯・２日㈰
２次　12月17日㈬－19日㈮

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

１次　10月18日㈯
２次　11月29日㈯・30日㈰



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで
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☆気が付けば季節はもう秋。ところで、

先日お土産として子どもたちにチョ

コレートを買ったのですが、いつも

誰か（？）に食べられて悔しい思い

をしている息子は、しっかりと箱の

裏面で在庫管理をするようになりま

した。それがこちら↓

☆誘惑に負けて自分で決めた『きまり』

をすぐに変えちゃうところが、息子

らしいところです。しかも、その変

えた『きまり』すら守れずに１日４

個も食べちゃってますが。。。

☆これは、食欲の秋だからっていう訳

ではなさそうです。

天木　穂
ほの

榎
か

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年９月11日生まれ）

　よくテレビを見ながら踊った

り歌ったりしています。お兄ち

ゃんと一緒に遊ぶのが大好きな

おてんば穂榎。いつも笑顔で優

しい女の子に育って欲しいです。

� 賀幸・美星子さ
んの子

� （芽登）

　８月15日に行われた「足寄ふるさと盆踊り・

両国花火大会」でのスナップです。

� （⇒２－３ページ）　

ひとのうごき
８月末の住民基本台帳

人　口　　７，３９３　人　（－10)

　男　　　３，５６９　人　（－３)

　女　　　３，８２４　人　（－７)

世　帯　　３，５８２世帯（－６)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

青木　見
み

流
りゅう

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年９月23日生まれ）

　歌ったり踊ったり、食べるこ

とが大好きな見流です。３人の

お兄ちゃんが大好きで同じこと

をしたがり、毎日にぎやかです。

兄妹仲良く笑って元気に成長し

てね。� 一弘・美貴さ
んの子

� （栄町２丁目）
中鉢　凜

りん

士
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年８月30日生まれ）

　きゃりーぱみゅぱみゅが大好

きな凛士。泣いている時でもき

ゃりーの曲をかけるとすぐに笑

顔になります。お兄ちゃんお姉

ちゃんと仲良く、優しい子に育

ってね。� 俊秋・美夏さ
んの子

� （上足寄）


